
っても肝心の物が夜かったから,皆軸時中と五十歩百歩の服装であった｡完全に捨て去ったのは失

恋馨で,我も我もときそってパーマをかけた｡

昭和24年お茶の水女子大学の第-回生を迎えて入学式が行われたが,地理学科の中に真赤なツ

ーピース葱きた学生がvlて,少し大げさに云えば息が止まりそうにかどろき, つくづくU女高師は

遠く夜bVこけb〟と思ったことであった｡この学生は卒業後ずっとさる出版社につとめ,社内きっ

てのベス トドレッサーであるそうをO

このごろ感 じたことをど

別 技 駕 彦

今年の春休み 私はホノルルでこん夜経験なした｡ ホテルの一階にはた くさんの店が並んでV,た

が,その夜かに食料品店があb,その女主人は明らかに東洋系の顔だちをしているが日系人ではな

い,開いてみるとフィ1)ッビン系の人であったo私はよくそこへよって果物やジュース葱買ったも

のである｡ ある夜もそこの店にいると,派手夜真赤をムームーを着た若vl日本人の女性がとびこん

できたo昨 日あた りから旅行社の団体 できている新婚組の一人にちがい覆い｡彼女は女主人をみる

そ り,LOきな りnおばさん かビール一本ちょうだし㌔ 〝とLoったものだo女主人は日東語が判ら覆

いのでキョトンとしてV,る｡ 日本人の花嫁さんは じれったそうにまたいった｡ Uかビール｡主人が

部屋で待っているの よ｡ 早くしてよo 〟私は彼女に任意してやったoすると彼女は興ざめた顔脅し

て, Uをあんだ,,ここ-ワイでしょ｡ E]本譜が判 ら覆いをんて呆れた人ねo 〝 これには恐れ入った｡

-ワイはどこでも巳太語が通 じますをどと書いてある観光案内書にも罪がある鵜 花嫁さんはいっ

たいどこの国に来ていると思ってVlるのだろうか0 0日東国-ワイ県〟 とい う意識があるのだろう

か｡

X X X X

私は:講義その他いろt̂ろ夜機会に東南アジアやイン ドその他のアジア諸地域の農民の考え克 そ

の生活を支配している民間信仰や呪術 アニミズム的観ノ念をどのことを話す｡そして感想をきくと,

nとても信 じられ夜Vlu という返事がかえってくるO 私が ウノ八百を並べてVlるとでも思ってV,ち

のだろうか｡それでをければUどうせ士人の低級怒考え方さU と避蔑 して問題にもしをいらしく見

える｡伝統的を価値体系をた 無ゞ視 し 破壊することこそ進歩 した近代文明化だと信 じてVlる今の
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日本人の多 くにGも 純粋 をアジア農民の心はとうてい判 ら覆いのではをいかという気がするC.それ

に今夜か子供も学生も大人も n士人Nという言葉な平気で使う勺 その無神経さに腹が立ってなら覆

い｡テレビでもそうであるn "士人〟 という言葉に含まれ る自己の優越感,他-の垂蔑葱よく考え

る必要がある.そうい う思い上った心を捨て覆いからどこでもエコノミック7-jルといわれてき

らわれ ものである｡最近インド政府が呂本の海外青年協力隊 (JOC∨)によこした要望書をみて私

は心膏うたれた.,それには nインド社会にみられる特殊亀 俗信 禁鳥 祭の祝典その他を非難 し

夜いよう夜人々に来てもらV,たいNとあるOまさにその通Dで; 現地の文化,民衆の心をあるがま

にゝ受容し, それとともに喜び,悲 しめる心がまえの人こそfB地で望んでいることがわかる｡富み

栄えて心が貧 しくなった今の日本^ より, 貧しいけれど純粋な信仰と伝統の豊かか しをもつアジア

の民衆の方が人間として本当の道を生きているように思えて複ら覆いこのごろである｡

人 口移動論 の一節

岸 本 実

人間の仕合せとは何かO人生論や幸福論につV,ての書物は世の中に極めて多 く,古今東西膏問わ

ずいつも論ぜられ いつも考えつづけられてV,る題目だと思 う｡ そして人それぞれにそのニュアン

スのちがV'があるようにも思われる｡

仕合せ と感ず る状態につV,I, リーピッヒの桶の理論 を借用 したV,｡ リーピッヒば著名を ドイツ

の農芸化学者であれ,肥料の研究からリーピッヒの桶の理論を提唱した｡桶はいくつカの轡 曲した板

驚くみあわ也 これを束ねて底をつけたもの,桶の上端が揃ってい夜ければ鼻も低いところから流

れ出 して, それ以上その桶には水は溜ら夜Vlo これをリーピッヒは肥料の要素にたとえ 窒素 ･燐

頒等々の うち一つだけその量が どれほど多 くても肥料の効力は夜く,鼻も少をいもの葱基準として

その効力があらわれると説いた｡人間の仕合せもこれにたとえられはし覆いだろうね い くらお金

があってもそれだけでは仕合せとはいえ覆いし 名着や地位だけでもいけ覆いし, よvl生活の伴侶

が必要だし, よい子宝にめぐまれることも必要であろう｡昔からよくいい古されたことばに,著vl

男女が相思相愛 と夜b結ばれようとした時に鴫 茅の柱に茅の屋根でもよV,ただ2人だけが結ばれ

れば何もいらなVlと本当に心から思vb 互に語b合 う｡ しか しいざ結婚 してみると, 適当を家 もほ

しいL,金もほしいL, ほLv,ものだらけ｡そこに不満が亀 不仕合せだと感ずるようにをb, だ
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